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(57)【要約】
　本開示は、フルオピラムを含む組成物を提供する。本開示は、植物収量を増加させ、か
つ植物損傷を低減させる方法をさらに提供する。また、本開示は、本明細書に記載の組成
物で処理した土壌、種子、植物、および植物部位も提供する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　フルオピラムおよび／またはそのＮ－オキシドを含んでなる組成物を用いて土壌、種子
、植物および／または植物部位を処理することを含んでなる、線虫による植物の損傷を低
減または防除する方法。
【請求項２】
　前記線虫が、アングイナ（Ａｎｇｕｉｎａ）属である、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記線虫が、アングイナ・パシフィカエ（Ａｎｇｕｉｎａ　ｐａｃｉｆｉｃａｅ）であ
る、請求項１または２に記載の方法。
【請求項４】
　前記組成物が、茎葉処理として施用される、請求項１～３のいずれか一項に記載の方法
。
【請求項５】
　前記組成物が、芝草への茎葉処理として施用される、請求項１～４のいずれか一項に記
載の方法。
【請求項６】
　前記芝草が、スズメノカタビラ（Ｐｏａ　ａｎｎｕａ）である、請求項５に記載の方法
。
【請求項７】
　前記組成物が、約１００ｇ　ａｉ／ｈａ～約６００ｇ　ａｉ／ｈａの施用量で施用され
る、請求項１～６のいずれか一項に記載の方法。
【請求項８】
　前記組成物が、約１５０ｇ　ａｉ／ｈａ～約５５０ｇ　ａｉ／ｈａの施用量で施用され
る、請求項６に記載の方法。
【請求項９】
　前記組成物が、約２００ｇ　ａｉ／ｈａ～約５２５ｇ　ａｉ／ｈａの施用量で施用され
る、請求項６に記載の方法。
【請求項１０】
　前記組成物が、第一回目の該組成物の施用から約１０日ごと～約５０日ごとに施用され
る、請求項１～９のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１１】
　前記組成物が、第一回目の該組成物の施用から約２０日ごと～約４０日ごとに施用され
る、請求項１０に記載の方法。
【請求項１２】
　前記組成物が、第一回目の施用から約２８日ごとに施用される、請求項１１に記載の方
法。
【請求項１３】
　フルオピラムおよび／またはそのＮ－オキシドを含んでなる組成物の使用であって、該
組成物が、土壌、種子、植物および／または植物部位を該組成物で処理すると、線虫によ
る植物の損傷を低減または防除させる、使用。
【請求項１４】
　前記線虫が、アングイナ（Ａｎｇｕｉｎａ）属である、請求項１３に記載の使用。
【請求項１５】
　前記線虫が、アングイナ・パシフィカエ（Ａｎｇｕｉｎａ　ｐａｃｉｆｉｃａｅ）であ
る、請求項１３または１４に記載の使用。
【請求項１６】
　前記組成物が、茎葉処理として施用される、請求項１３～１５のいずれか一項に記載の
使用。
【請求項１７】
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　前記組成物が、芝草への茎葉処理として施用される、請求項１６に記載の使用。
【請求項１８】
　前記芝草が、スズメノカタビラ（Ｐｏａ　ａｎｎｕａ）である、請求項１７に記載の使
用。
【発明の詳細な説明】
【関連出願の相互参照】
【０００１】
　本出願は、ＵＳ６２／１８９，３６９（２０１５年７月７日に出願）について優先権を
主張する国際出願であり、その内容は参照することにより、全体が本明細書に組込まれる
。
【技術分野】
【０００２】
　本開示は、フルオピラムを含んでなる組成物および方法を提供する。さらに本開示は、
植物収量を増加させ、かつ植物損傷を低減させる方法を提供する。また、本明細書に記載
の組成物でコーティングしたまたは処理した種子および植物も提供する。
【０００３】
　また、本開示は、本明細書に記載の組成物で処理した種子、土壌、植物および植物部位
も提供する。
【背景技術】
【０００４】
　植物収量（例えば、芝草）を改善し、かつ有害生物および関連する損傷の悪影響を低減
または防除することができる組成物および／または方法を開発する必要がある。この目的
のために、本開示は、植物収量を増加させ、かつ有害生物からの損傷を低減させることが
できるフルオピラムを含んでなる製剤を提供する。
【０００５】
　フルオピラムは、植物病原性細菌病害を処理するための殺菌剤である。この化合物は米
国特許第７，５７２，８１８号に記載され、それは参照することにより、全体が本明細書
に組込まれている。フルオピラムは、現在、茎葉殺菌剤として使用されており、また、種
子施用殺菌剤／殺線虫剤としても効果的であることが示されてきた。しかしながら、現在
の開示では、フルオピラムを含む組成物が植物収量および植物損傷の低減の両方に予期し
ない特性を示すことが観察されている。
【発明の概要】
【０００６】
　一態様において、本開示は、土壌、種子、植物および／または植物部位を、フルオピラ
ムおよび／またはそのＮ－オキシドを含んでなる組成物で処理することにより、植物にお
ける有害生物からの損傷（例えば、芝草中のアングイナ（Ａｎｇｕｉｎａ）線虫による損
傷）を低減または防除する方法を提供する。
【０００７】
　他の態様において、本開示は、土壌、種子、植物および／または植物部位を、フルオピ
ラムおよび／またはそのＮ－オキシドを含んでなる組成物で処理することにより、植物収
量を改善する方法を提供する。
【０００８】
　一態様において、本開示は、フルオピラムおよび／またはそのＮ－オキシドを含んでな
る組成物が、茎葉処理として、約１００～約６００ｇ　ａｉ／ｈａ、約１５０～約５５０
ｇ　ａｉ／ｈａ、約２００～約５２５ｇ　ａｉ／ｈａまたは約２５０～約５００ｇ　ａｉ
／ｈａの施用量で施用される、本明細書に記載の方法を提供する。一態様において、本明
細書に記載の組成物は、茎葉処理として、約１００～約６００ｇ　ａｉ／ｈａ、約１５０
～約５５０ｇ　ａｉ／ｈａ、約２００～約５２５ｇ　ａｉ／ｈａまたは約２５０～約５０
０ｇ　ａｉ／ｈａで施用される。
【０００９】
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　他の態様において、本開示は、本明細書に記載された方法、例えば、アングイナ線虫に
よる損傷を低減または防除する方法、および／または、土壌、種子、植物および／または
植物部位を、フルオピラムおよび／またはそのＮ－オキシドを含む組成物で処理する、植
物収量を増加させる方法を提供する。
【００１０】
　一態様において、本明細書に記載された線虫は、アングイナ（Ａｎｇｕｉｎａ）属のも
のである。
【００１１】
　他の態様において、本開示は、本明細書に記載の組成物または方法を用いて線虫寄生お
よび／または植物損傷を処理する方法を提供する。
【００１２】
　また、本明細書に記載の組成物で処理した種子および／または植物も想定されている。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】図１は、未処置土壌１００ｃｃ、アザジラクチンで処理した土壌１００ｃｃおよ
び規定の濃度および用量のフルオピラムで処理した土壌１００ｃｃに見つかったアングイ
ナ・パシフィカエ（Ａｎｇｕｉｎａ　ｐａｃｉｆｉｃａｅ）線虫の数値の対比を示す図で
ある。記載の説明文で、各文字（例えば、「Ａ」、「Ｂ」、「Ｃ」等）は、２週間の間隔
（例えば、ＡＣ＝４週間の間隔）を示す。
【図２】図２は、規定の濃度および用量のフルオピラムで処理したスズメノカタビラ（Ｐ
ｏａ　ａｎｎｕａ）芝草の芝草品質評価の対比を示す図である。記載の説明文で、各文字
（例えば、「Ａ」、「Ｂ」、「Ｃ」等）は、２週間の間隔（例えば、ＡＣ＝４週間の間隔
）を示す。
【図３】図３は、規定の濃度および用量のフルオピラムで処理したスズメノカタビラ芝草
のＲＶＩ測定値の対比を示す図である。記載の説明文で、各文字（例えば、「Ａ」、「Ｂ
」、「Ｃ」等）は、２週間の間隔（例えば、ＡＣ＝４週間の間隔）を示す。
【図４】図４は、規定の濃度および用量のフルオピラムで処理したスズメノカタビラ芝草
のＮＤＶＩ測定値の対比を示す図である。記載の説明文で、各文字（例えば、「Ａ」、「
Ｂ」、「Ｃ」等）は、２週間の間隔（例えば、ＡＣ＝４週間の間隔）を示す。
【図５】図５は、未処置土壌１００ｃｃ、アザジラクチンで処理した土壌１００ｃｃおよ
び規定の濃度および用量のフルオピラムで処理した土壌１００ｃｃに見つかったアングイ
ナ・パシフィカエ線虫によるこぶの数値の比較を示す図である。記載の説明文で、各文字
（例えば、「Ａ」、「Ｂ」、「Ｃ」等）は、２週間の間隔（例えば、ＡＣ＝４週間の間隔
）を示す。
【図６】図６は、未処置土壌１００ｃｃ、アザジラクチンとシメクタカルブ（cimectacar
b）で処理した土壌１００ｃｃおよび規定の濃度および用量のフルオピラムで処理した土
壌１００ｃｃに見つかったアングイナ・パシフィカエ線虫によるこぶの数値の対比を示す
図である。記載の説明文で、各文字（例えば、「Ａ」、「Ｂ」、「Ｃ」等）は、２週間の
間隔（例えば、ＡＣ＝４週間の間隔）を示す。
【図７】図７は、規定の濃度および用量のフルオピラムで処理したスズメノカタビラ芝草
の芝草品質評価の対比を示す図である。記載の説明文で、各文字（例えば、「Ａ」、「Ｂ
」、「Ｃ」等）は、２週間の間隔（例えば、ＡＣ＝４週間の間隔）を示す。
【発明の具体的説明】
【００１４】
　本開示は、フルオピラムを含んでなる組成物を提供する。さらに、本開示は、フルオピ
ラムに基づく組成物を提供するとともに、植物収量を増加させる方法および植物損傷を低
減させる方法を提供する。
【００１５】
　また、本開示は、本明細書に記載の組成物で処理した種子、土壌、植物および植物部位
も提供する。
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【００１６】
　フルオピラムは、Ｎ－｛２－［３－クロロ－５－（トリフルオロメチル）－２－ピリジ
ニル］エチル｝－２－（トリフルオロメチル）ベンズアミドという化学名を有し、式Ｉに
記載の構造およびその化合物のＮ－オキシドを有する。フルオピラムは、化学分類ピリジ
ルエチルベンズアミド類に属する殺菌剤である。フルオピラムおよび既知かつ市販の化合
物から出発するその製造工程は、ＥＰ－Ａ－１ ３８９ ６１４に記載されており、参照に
よりその全体が本明細書に組込まれる。
【００１７】
【化１】

【００１８】
　本開示は、土壌、種子、植物、根および／または植物部位を、本明細書に記載されたフ
ルオピラムに基づく組成物で処理することにより、植物、根または植物部位の損傷を低減
させる方法を提供する。
【００１９】
　一態様において、本開示は、土壌、種子、植物、根または植物部品を、フルオピラムで
処理することにより、植物、根または植物部品の損傷を低減させる方法を提供する。
【００２０】
　さらなる態様において、本開示は、フルオピラムを含んでなる、フルオピラムから本質
的になる、または、フルオピラムのみからなる組成物の茎葉施用を含んでなる、損傷の防
除、損傷の低減および／または植物収量の増加方法を提供する。
【００２１】
　さらなる態様において、本開示は、線虫寄生を処置する方法における、フルオピラムを
含んでなる、フルオピラムから本質的になる、または、フルオピラムのみからなる組成物
の使用を提供する。
【００２２】
　本発明に関連して、「防除」とは、未処置植物と比較した損傷の予防的処置または治療
的低減を意味し、寄生が本質的に忌避されることが好ましく、寄生が完全に抑制されるこ
とが最も好ましい。
【００２３】
　一態様において、本明細書に記載された、防除組成物、損傷低減組成物または収量増加
組成物の量は、種子、植物部品または植物を損傷または有害生物寄生から保護し、かつ／
または植物収量を増加させるために有効な量（「有効量」）であってもよい。
【００２４】
　さらに他の態様において、本明細書に記載の組成物は、所望の特性、例えば、収量の増
加または線虫の低減、を十分にもたらす方法で茎葉処理として施用される。
【００２５】
　一態様において、組成物は、１つ以上のキレート剤を含んでいてもよい。
【００２６】
　一態様において、本明細書に記載の組成物（例えば、フルオピラム）は、慣用的な製剤
、例えば、溶液剤、エマルジョン剤、サスペンション剤、粉末剤、発泡剤、ペースト剤、
顆粒剤、エアロゾル剤、高分子物質中の微細カプセル、種子用コーティング組成物、同様
にＵＬＶ冷煙霧および温煙霧製剤に変換することができる。
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【００２７】
　これらの製剤は、既知の方法で、例えば、乳化剤および／または分散剤および／または
発泡剤である界面活性剤を任意選択的に用いて、活性化合物と、液体溶媒、加圧液化ガス
、および／または固体担体である増量剤とを混合することによって製造される。使用され
る増量剤が水である場合、例えば有機溶媒を共溶媒として利用することも有用である。好
適な液体溶媒は、本質的には、芳香族物質、例えば、キシレン、トルエン、またはアルキ
ルナフタレン、塩素化芳香族物質または塩素化脂肪族炭化水素、例えば、クロロベンゼン
、クロロエチレン、またはメチレンクロリド、脂肪族炭化水素、例えば、シクロヘキサン
またはパラフィン、例えば鉱油留分、アルコール、例えば、ブタノールまたはグリコール
、さらにはそれらのエーテルおよびエステル、ケトン、例えば、アセトン、メチルエチル
ケトン、メチルイソブチルケトン、またはシクロヘキサノン、強極性溶媒、例えば、ジメ
チルホルムアミドおよびジメチルスルホキシド、さらには水である。液化ガスの増量剤ま
たは担体は、周囲温度かつ大気圧でガスである液体、例えば、ハロゲン化炭化水素などの
エアロゾル噴射剤、さらにはブタン、プロパン、窒素、および二酸化炭素である。固体担
体として好適なのは、例えば、カオリン、クレー、タルク、チョーク、石英、アタパルジ
ャイト、モンモリロナイト、珪藻土などの粉砕天然鉱物、および微細化されたシリカ、ア
ルミナ、シリケートなどの粉砕合成鉱物である。顆粒剤用の固体担体として好適なのは、
例えば、方解石、軽石、大理石、海泡石、苦灰石などの破砕および分別天然岩石、さらに
は無機粉および有機粉の合成顆粒、および鋸屑、ココヤシ殻、トウモロコシ穂軸、タバコ
葉柄などの有機材料の顆粒である。乳化剤および／または発泡剤として好適なのは、例え
ば、非イオン性および陰イオン性の乳化剤、例えば、ポリオキシエチレン脂肪酸エステル
、ポリオキシエチレン脂肪アルコールエーテル、例えば、アルキルアリールポリグリコー
ルエーテル、アルキルスルホネート、アルキルスルフェート、アリールスルホネート、お
よびタンパク質加水分解物である。分散剤としては、例えば、リグノスルフィット廃液お
よびメチルセルロースが好適である。
【００２８】
　粘着付与剤、例えば、カルボキシメチルセルロース、ならびに粉末、顆粒、またはラテ
ックスの形態の天然および合成のポリマー、例えば、アラビアガム、ポリビニルアルコー
ル、およびポリビニルアセテート、さらには天然リン脂質、例えば、セファリンおよびレ
シチン、ならびに合成リン脂質は、製剤で使用可能である。他の可能な添加剤は、鉱油お
よび植物油である。
【００２９】
　着色剤、例えば、無機顔料、例えば、酸化鉄、酸化チタン、およびプルシアンブルー、
有機色素、例えば、アリザリン色素、アゾ色素、および金属フタロシアニン色素、ならび
に微量栄養素、例えば、鉄、マンガン、ホウ素、銅、コバルト、モリブデン、および亜鉛
の塩を使用することも可能である。
【００３０】
　植物とは、現状では、すべての植物および植物集団、例えば、望ましいおよび望ましく
ない野生植物または作物植物（天然に存在する作物植物を含む）を意味するものと理解さ
れる。作物植物または作物とは、トランスジェニック植物を含めてかつ植物育成者権によ
り保護可能または保護不能な植物品種を含めて、従来の育種法および最適化法により、さ
もなければバイオテクノロジー法および遺伝子工学法により、またはこれらの方法の組合
せにより得られる植物でありうる。
【００３１】
　さらに、本開示は、本明細書に記載の組成物で処理した種子または植物が草種から選択
される場合の本明細書に記載された方法を提供する。特定の態様において、本開示は、さ
らに本明細書に記載の組成物で処理した種子または植物が、芝草の種から選択される場合
の本明細書に記載された方法を提供する。
【００３２】
　一態様において、本明細書に記載の組成物は、１回の施用工程で土壌、植物、作物、種
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子またはそれらの植物部位に施用される。他の態様において、本明細書に記載の組成物は
、複数回の施用工程で、例えば、２、３、４、５回、またはそれを超える施用工程で植物
、作物、種子またはそれらの植物部位に施用される。他の態様において、２、３、４、も
しくは５回目またはそれを超える施用工程は、同一または異なる組成物を使用するもので
ありうる。本明細書に記載の方法は、複数回の施用工程が除外される態様も提供する。
【００３３】
　他の態様において、本明細書に記載の組成物は、約３０分、約１時間、約２時間、約６
時間、約８時間、約１２時間、約１日、約５日、約７日、約１０日、約１２日、約１４日
、約２１日、約２８日、約３５日、約４５日、約５０日、または約５６日の１以上の施用
間隔で土壌、植物、作物、種子またはそれらの植物部位に施用される。
【００３４】
　一態様において、本明細書に記載の組成物は、成長期、植栽期、または収穫期に１回以
上にわたり植物、作物、種子またはそれらの植物部位に施用される。他の態様において、
本明細書に記載の化合物または組成物は、成長期、植栽期、または収穫期に１、２、３、
４、もしくは５回またはそれを超えて植物、作物、種子、またはそれらの植物部位に施用
される。他の態様において、本明細書に記載の化合物または組成物は、成長期、植栽期、
または収穫期に１回のみ、２回以下、または３回以下にわたり植物、作物、種子、または
それらの植物部位に施用される。さらに他の態様において、化合物または組成物は、１回
の工程で土壌に施用される。
【００３５】
　他の態様において、本明細書に記載された化合物または組成物は、第一回目の施用後に
、約１０日ごと～約５０日ごと、約２０日ごと～約４０日ごと、または約２８日ごとの施
用計画で土壌、植物、作物、種子またはそれらの植物部位に施用される。他の態様におい
て、本明細書に記載された化合物または組成物は、第一回目の施用後に、約１０日ごと～
約５０日ごと、約２０日ごと～約４０日ごと、または約２８日ごとの施用計画で土壌に施
用される。
【００３６】
　本明細書に記載の方法は、遺伝子改変生物（ＧＭＯ）、例えば、植物または種子の処理
に使用可能である。遺伝子改変植物（またはトランスジェニック植物）とは、異種遺伝子
がゲノム中に安定に組み込まれた植物のことである。「異種遺伝子」という表現は、その
植物以外で提供またはアセンブルされ、その核ゲノム、葉緑体ゲノム、またはミトコンド
リアゲノムに導入したときに、対象のタンパク質もしくはポリペプチドを発現することに
より、または植物に存在する他の遺伝子を下方調整もしくはサイレンシングすることによ
り（例えば、アンチセンス技術、共抑制技術、もしくはＲＮＡ干渉－ＲＮＡｉ－技術を用
いて）、形質転換植物に新しいまたは向上した作物的性質または他の性質を与える遺伝子
を本質的に意味する。ゲノムに位置する異種遺伝子は、トランスジーンとも呼ばれる。植
物ゲノム中のその特定の位置により規定されるトランスジーンは、形質転換イベントまた
はトランスジェニックイベントと呼ばれる。
【００３７】
　一態様において、植物は、トランスジェニック植物を含めてかつ植物育成者権により保
護可能または保護不能な植物品種を含めて、従来の育種法および最適化法により、または
バイオテクノロジー法および組換え法により、またはこれらの方法の組合せにより得られ
る。
【００３８】
　他の態様において、野生で見出されるまたは交雑もしくはプロトプラスト融合などの従
来の生物学的育種法により得られる植物種および植物品種ならびにこれらの種および品種
の一部が処理される。さらなる好ましい実施態様では、従来の方法と適宜組み合わせて組
換え法により得られたトランスジェニック植物および植物品種（遺伝子改変生物）ならび
にそれらの一部が処理される。
【００３９】
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　植物部位とは、植物のすべての地上部および心土部および器官、例えば、苗条、葉、花
、根、群葉、針葉、柄、茎、子実体、果実および種子、塊茎および根茎を意味すると理解
すべきである。植物部位には収穫作物も含まれ、かつ栄養繁殖材料および生殖繁殖材料、
例えば、挿し穂、塊茎、根茎、接ぎ穂、および種子も含まれる。
【００４０】
　種子、植物部位、葉、および植物は、化合物または組成物を種子、植物部位または植物
に直接施用することにより記載の組成物を用いて処理しうる。他の態様において、種子、
植物部位または植物は、例えば、種子、植物部位または植物が露出される環境または生育
地を処理することにより間接処理しうる。環境または生育地を処理するために、浸漬、ス
プレー処理、燻蒸、化学溶液灌漑、霧化、散布、刷毛塗り、シャンク処理、または注入を
含む、従来の処理方法を使用しうる。
【００４１】
　本発明によれば、本明細書に記載の組成物を用いる植物および種子の処理は、慣用的な
処理方法により、例えば、浸漬、スプレー処理、気化、霧化、注入、滴下、灌注、散布ま
たは塗布および種子処理により直接行うことが可能である。
【００４２】
　他の態様において、本明細書の組成物は線虫感染を処理または低減させる。
【００４３】
　さらに他の態様において、本明細書の組成物はアングイナ・パシフィカエ（Ａｎｇｕｉ
ｎａ　ｐａｃｉｆｉｃａｅ）感染を処理または低減させる。
【００４４】
　一態様において、本明細書に記載の化合物または組成物は、茎葉組成物、茎葉スプレー
剤、溶液剤、エマルジョン剤、コーティング製剤、非殺有害生物もしくは殺有害生物コー
ティング製剤、カプセル化製剤、固体剤、液剤、肥料、ペースト剤、顆粒剤、粉末剤、サ
スペンジョン剤、またはサスペンジョン濃厚剤として製剤化される。他の態様において、
本明細書に記載の化合物または組成物は、単独でまたは固体製剤、分散製剤、もしくは液
体製剤で利用しうる。さらに他の態様において、本明細書に記載の化合物または組成物は
、タンク混合製品として製剤化される。
【００４５】
　他の態様において、本明細書に記載の化合物または組成物は、限定されるものではない
が、サスペンジョン濃厚剤、エアロゾル剤、カプセルサスペンジョン剤、冷煙霧濃厚剤、
温煙霧濃厚剤、カプセル化顆粒剤、細顆粒剤、種子処理用フロアブル濃厚剤、即使用可能
溶液剤、ダスト性粉末剤、乳化性濃厚剤、水中油型エマルジョン剤、油中水型エマルジョ
ン剤、マクロ顆粒剤、マイクロ顆粒剤、油分散性粉末剤、油混和性フロアブル濃厚剤、油
混和性液剤、発泡剤、ペースト剤、殺有害生物被覆種子、サスポエマルジョン濃厚剤、可
溶性濃厚剤、湿潤性粉末剤、可溶性粉末剤、ダスト剤および顆粒剤、水溶性顆粒剤または
錠剤、種子処理用水溶性粉末剤、湿潤性粉末剤、本明細書に記載の化合物または組成物で
含浸された天然産物および合成物質、本明細書に記載の化合物または組成物で含浸された
ネット、さらには高分子物質中のマイクロカプセル化剤、および種子用コーティング材料
、さらにはＵＬＶ冷煙霧および温煙霧製剤を含むさまざまな剤形のいずれかをとりうる。
【００４６】
　他の態様において、本明細書に開示される組成物は、追加の有益なまたはさもなければ
有用な効果を提供する１種以上の追加の化合物を任意選択的に含みうる。かかる化合物と
しては、限定されるものではないが、接着剤、界面活性剤、溶媒、湿潤剤、乳化剤、担体
、補助剤、希釈剤、分散剤、殺虫剤、殺有害生物剤、殺菌剤、微量栄養素性または多量栄
養素性の肥料、除草剤、摂食阻害剤、昆虫脱皮阻害剤、昆虫交尾阻害剤、昆虫成熟阻害剤
、殺線虫剤、栄養サプリメントもしくは園芸サプリメント、またはそれらの任意の組合せ
が挙げられる。一態様において、本明細書に記載の組成物は臭気フリーである。他の態様
において、界面活性剤は、Ｇｅｎａｐｏｌ、例えばＧｅｎａｐｏｌ　Ｘ－０８０である。
【００４７】
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　他の態様において、本明細書に記載の組成物は肥料と組合せ可能である。本明細書に記
載の組成物および方法と併用可能な肥料の例としては、たとえば、尿素、硝酸アンモニウ
ム、硫酸アンモニウム、硝酸カルシウム、リン酸二アンモニウム、リン酸一アンモニウム
、重過リン酸石灰、硝酸カリウム、硝酸カリウム、硝酸カリ、塩化カリウム、塩化カリ、
亜リン酸／ホスホン酸の二および一カリウム塩が挙げられる。
【００４８】
キット
　他の態様において、本開示は、本明細書に開示される化合物または組成物のいずれかを
含む、本明細書に開示される化合物または組成物から本質的になる、または、本明細書に
開示される化合物または組成物のみからなるキットを提供する。一態様において、キット
は、実施例１～３、図１～６または表１～７に記載の化合物または組成物の組合せのいず
れかを含む。他の態様において、キットは、これらの実施例および図の方法に一致するよ
うに施用される実施例１～３、図１～６または表１～７に記載の組成物を提供する。他の
態様において、キットは、本明細書に記載の組成物または方法の使用に関する説明書また
は手引きを提供する。
【００４９】
　一態様において、キットは、本明細書に記載の方法を記述する説明書を含む。他の態様
において、キットは、実施例１～３、図１～６または表１～７のいずれかに示される方法
を記述する説明書を含む。一態様において、説明書は、キットと共に、キットから分離し
て、キット内に含まれるか、またはキットのパッケージ上に含まれる。
【００５０】
　以下の実施例は、本開示の特定の態様を例示する役割を果たすものであり、本開示を限
定することを意図したものではない。
【００５１】
　本明細書では以下を特許請求する。
１．フルオピラムおよび／またはそのＮ－オキシドを含んでなる組成物を用いて土壌、種
子、植物および／または植物部位を処理することを含んでなる、線虫による植物の損傷を
低減または防除する方法。
２．前記線虫が、アングイナ（Ａｎｇｕｉｎａ）属である、請求項１に記載の方法。
３．前記線虫が、アングイナ・パシフィカエ（Ａｎｇｕｉｎａ　ｐａｃｉｆｉｃａｅ）で
ある、請求項１または２に記載の方法。
４．前記組成物が、茎葉処理として施用される、請求項１～３のいずれか一項に記載の方
法。
５．前記組成物が、芝草への茎葉処理として施用される、請求項１～４のいずれか一項に
記載の方法。
６．前記芝草が、スズメノカタビラ（Ｐｏａ　ａｎｎｕａ）である、請求項５に記載の方
法。
７．前記組成物が、約１００ｇ　ａｉ／ｈａ～約６００ｇ　ａｉ／ｈａの施用量で施用さ
れる、請求項１～６のいずれか一項に記載の方法。
８．前記組成物が、約１５０ｇ　ａｉ／ｈａ～約５５０ｇ　ａｉ／ｈａの施用量で施用さ
れる、請求項６に記載の方法。
９．前記組成物が、約２００ｇ　ａｉ／ｈａ～約５２５ｇ　ａｉ／ｈａの施用量で施用さ
れる、請求項６に記載の方法。
１０．前記組成物が、第一回目の該組成物の施用から約１０日ごと～約５０日ごとに施用
される、請求項１～９のいずれか一項に記載の方法。
１１．前記組成物が、第一回目の該組成物の施用から約２０日ごと～約４０日ごとに施用
される、請求項１０に記載の方法。
１２．前記組成物が、第一回目の施用から約２８日ごとに施用される、請求項１１に記載
の方法。
１３．フルオピラムおよび／またはそのＮ－オキシドを含んでなる組成物の使用であって
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、該組成物が、土壌、種子、植物および／または植物部位を該組成物で処理すると、線虫
による植物の損傷を低減または防除させる、使用。
１４．前記線虫が、アングイナ（Ａｎｇｕｉｎａ）属である、請求項１３に記載の使用。
１５．前記線虫が、アングイナ・パシフィカエ（Ａｎｇｕｉｎａ　ｐａｃｉｆｉｃａｅ）
である、請求項１３または１４に記載の使用。
１６．前記組成物が、茎葉処理として施用される、請求項１３～１５のいずれか一項に記
載の使用。
１７．前記組成物が、芝草への茎葉処理として施用される、請求項１６に記載の使用。
１８．前記芝草が、スズメノカタビラ（Ｐｏａ　ａｎｎｕａ）である、請求項１７に記載
の使用。
【実施例】
【００５２】
実施例１
　実施例１は、ペブルビーチでのスズメノカタビラ草の線虫群に対する種々の処置の効果
を説明する。
【００５３】
　試験では、線虫評価および収量に干渉または影響を与えうるあらゆる有害生物がいない
状態にしておいた。
【００５４】
　スズメノカタビラ草（Poa annua green）を、有効成分を茎葉に噴霧し、少なくとも３
時間待機し、その後、線虫が生息する、茎領域への上方移動のためのサッチ／マット層（
樹冠の丁度上）に灌漑して処理した。２～８週間で１回以上の施用を行うことができる。
対照が減退しなかった場合、間隔を長くしてもよく、または異なる季節（例えば、春と秋
）に施用する。
【００５５】
　図１中で、開花後（ＤＡＡ）８７日にスズメノカタビラ草を評価し、土壌１００ｃｃあ
たりの線虫の数を計算した。第１欄目は、芝草の未処理サンプル中での８７ＤＡＡにての
線虫数を表わす。第２欄目は、４週間の間隔でのフルオピラム２５０ｇ　ａｉ／ｈａで処
理した芝草中での８７ＤＡＡにての線虫数を表わす。　第３欄目は、４週間の間隔でのフ
ルオピラム５００ｇ　ａｉ／ｈａで処理した芝草中での８７ＤＡＡにての線虫数を表わす
。第４欄目は、土壌に隔週でアザジラチン２８６ｇ　ａｉ／ｈａを施用して処理した芝草
中での８７ＤＡＡにての線虫数を表わす。図１は下記表１に相当する。
【００５６】
【表１】

【００５７】
　図２中で、９６ＤＡＡにスズメノカタビラ草の芝草品質を評価した。第１欄目は、芝草
の未処理サンプル中での９６ＤＡＡにての芝草品質を表わす。第２欄目は、４週間の間隔
でのフルオピラム２５０ｇ　ａｉ／ｈａで処理した芝草中での９６ＤＡＡにての芝草品質
を表わす。第３欄目は、４週間の間隔でのフルオピラム５００ｇ　ａｉ／ｈａで処理した
芝草中での９６ＤＡＡにての芝草品質を表わす。第４欄目は、土壌に隔週でアザジラチン
２８６ｇ　ａｉ／ｈａを施用して処理した芝草中での９６ＤＡＡにての芝草品質を表わす
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。図２は下記表２に相当する。
【００５８】
【表２】

【００５９】
　Ｃｒｏｐ　Ｃｉｒｃｌｅ　ＡＣＳ－４３０の有効作物キャノピーセンサー（Ｈｏｌｌａ
ｎｄ　Ｓｃｉｅｎｔｉｆｉｃ，Ｉｎｃ．）では、芝草キャノピーから典型的な植生指数デ
ータ（ＲＶＩ＝比植生指数、ＮＤＶＩ＝正規化植生指数）が得られた。受動放射光センサ
ーと違い、Ｃｒｏｐ　Ｃｉｒｃｌｅ　ＡＣＳ－４３０は周囲光条件による制限を受けず、
その独自の光源技術により、測定を日中に行った。センサーにより得られた情報は、栄養
素、水、病害または芝草植物の他の栽培条件への影響を定量化するために利用することが
できる。比植生指数（ＲＶＩ）は、近赤外線放射を赤色放射で割ることによって得られる
。この定量的データを回収するため、研究プロットを間隔で走査した。以下のように、正
規化植生指数（ＮＤＶＩ）を計算した。
【００６０】
【数１】

【００６１】
　式中、ＶＩＳおよびＮＩＲは、それぞれ可視（赤色）領域および近赤外線領域で得たス
ペクトル分光反射測定値を意味する。
【００６２】
　サンプリングした芝草のＣｒｏｐ　Ｃｉｒｃｌｅアッセイを、表３および４に列挙した
本発明の組成物で処理した後に行った。図３は、評価したスズメノカタビラ草の比植生指
数（「ＲＶＩ」）および図４は、評価したスズメノカタビラ草の正規化植生指数（ＮＤＶ
Ｉ）を示す。典型的な指標として、ＲＶＩおよびＮＤＶＩを使用し、図３および４は、平
均した場合、研究の間、未処置対照と比較して、フルオピラムを使用した芝草の処置が植
生指数を明らかに向上させたことを実証した。
【００６３】
　図３では、９６ＤＡＡにスズメノカタビラ草のＲＶＩを評価した。第１欄目は、芝草の
未処理サンプル中での９６ＤＡＡにてのＲＶＩを表わす。第２欄目は、４週間の間隔での
フルオピラム２５０ｇ　ａｉ／ｈａで処理した芝草中での９６ＤＡＡにてのＲＶＩを表わ
す。第３欄目は、４週間の間隔でのフルオピラム５００ｇ　ａｉ／ｈａで処理した芝草中
での９６ＤＡＡにてのＲＶＩを表わす。第４欄目は、土壌に隔週でアザジラチン２８６ｇ
　ａｉ／ｈａを施用して処理した芝草中での９６ＤＡＡにてのＲＶＩを表わす。図３は下
記表３に相当する。
【００６４】
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【表３】

【００６５】
　図４では、９６ＤＡＡにスズメノカタビラ草のＮＤＶＩを評価した。第１欄目は、芝草
の未処理サンプル中での９６ＤＡＡにてのＮＤＶＩを表わす。第２欄目は、４週間の間隔
でのフルオピラム２５０ｇ　ａｉ／ｈａで処理した芝草中での９６ＤＡＡにてのＮＤＶＩ
を表わす。第３欄目は、４週間の間隔でのフルオピラム５００ｇ　ａｉ／ｈａで処理した
芝草中での９６ＤＡＡにてのＮＤＶＩを表わす。第４欄目は、土壌に隔週でアザジラチン
２８６ｇ　ａｉ／ｈａを施用して処理した芝草中での９６ＤＡＡにてのＮＤＶＩを表わす
。図４は下記表４に相当する。
【００６６】
【表４】

【００６７】
実施例２
　実施例２は、ペブルビーチでのスズメノカタビラ草の線虫群に対する種々の処置の効果
を説明する。
【００６８】
　試験では、線虫評価および収量に干渉または影響を与えうるあらゆる有害生物がいない
状態にしておいた。
【００６９】
　スズメノカタビラ草を、有効成分を茎葉に噴霧し、少なくとも３時間待機し、その後、
線虫が生息する、茎領域への上方移動のためのサッチ／マット層（樹冠の丁度上）に灌漑
して処理した。２～８週間で１回以上の施用を行うことができる。対照が減退しなかった
場合、間隔を長くしてもよく、または異なる季節（例えば、春と秋）に施用する。
【００７０】
　図５中で、開花後（ＤＡＡ）８７日および１３９日にスズメノカタビラ草を評価し、土
壌１００ｃｃあたりの線虫によるこぶの数を計算した。第１および第５欄目は、芝草の未
処理サンプル中での、それぞれ８７および１３９ＤＡＡにての線虫によるこぶ数を表わす
。第２および第６欄目は、４週間の間隔でのフルオピラム２５０ｇ　ａｉ／ｈａで処理し
た芝草中での、それぞれ８７および１３９ＤＡＡにての線虫によるこぶ数を表わす。第３
および７欄目は、４週間の間隔でのフルオピラム５００ｇ　ａｉ／ｈａで処理した芝草中
での、それぞれ８７および１３９ＤＡＡにての線虫によるこぶ数を表わす。第４および第
８欄目は、土壌に隔週でアザジラチン２８６ｇ　ａｉ／ｈａを施用して処理した芝草中で
の、それぞれ８７および１３９ＤＡＡにての線虫によるこぶ数を表わす。図５は下記表５
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【００７１】
【表５】

【００７２】
【表６】

【００７３】
実施例３
　実施例３は、Ｓｐａｎｉｓｈ　ＢａｙのＴｈｅ　Ｌｉｎｋｓでのスズメノカタビラ草の
線虫群に対する種々の処置の効果を説明する。
【００７４】
　試験では、線虫評価および収量に干渉または影響を与えうるあらゆる有害生物がいない
状態にしておいた。
【００７５】
　スズメノカタビラ草を、有効成分を茎葉に噴霧し、少なくとも３時間待機し、その後、
線虫が生息する、茎領域への上方移動のためのサッチ／マット層（樹冠の丁度上）に灌漑
して処理した。２～８週間で１回以上の施用を行うことができる。対照が減退しなかった
場合、間隔を長くしてもよく、または異なる季節（例えば、春と秋）に施用する。
【００７６】
　図６中で、開花後（ＤＡＡ）１７１日にスズメノカタビラ草を評価し、土壌１００ｃｃ
あたりの線虫によるこぶの数を計算した。第１欄目は、芝草の未処理サンプル中での、１
７１ＤＡＡにての線虫数を表わす。第２欄目は、４週間の間隔でのフルオピラム２５０ｇ
　ａｉ／ｈａで処理した芝草中での、１７１ＤＡＡにての線虫数を表わす。第３欄目は、
４週間の間隔でのフルオピラム５００ｇ　ａｉ／ｈａで処理した芝草中での、１７１ＤＡ
Ａにての線虫数を表わす。第４欄目は、土壌に隔週でアザジラチンおよびシメクタカルブ
２８６ｇ　ａｉ／ｈａを施用して処理した芝草中での、１７１ＤＡＡにての線虫数を表わ
す。図６は下記表７に相当する。
【００７７】
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【００７８】
　図７中で、１７９ＤＡＡにスズメノカタビラ草の芝草品質を評価した。第１欄目は、芝
草の未処理サンプル中での、１７９ＤＡＡにての芝草品質を表わす。第２欄目は、４週間
の間隔でのフルオピラム２５０ｇ　ａｉ／ｈａで処理した芝草中での、１７９ＤＡＡにて
の芝草品質を表わす。第３欄目は、４週間の間隔でのフルオピラム５００ｇ　ａｉ／ｈａ
で処理した芝草中での、１７９ＤＡＡにての芝草品質を表わす。第４欄目は、土壌に隔週
でアザジラチン２８６ｇ　ａｉ／ｈａを施用して処理した芝草中での、１７９ＤＡＡにて
の芝草品質を表わす。図７は下記表８に相当する。
【００７９】
【表８】
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